






[要約]東京地区の都立産院を除く産科施設で出生した新生児の先天性代謝異常症のマス・

スクリーニングのための濾紙血のうち,両親から承諾が得られた約 4,000 検体を使用し

て,ELISA 法によりセルロプラスミン(CP)濃度を測定した。その平均±SD 値は 11.34±

3.71mg/dl で,在胎週数の短い例や低出生体重児では成熟児よりも低値であったが,Wilson

病患者 5例における濾紙血 CP値(全例 3mg/d1 以下)とは明らかに区別された。本症の新生

児でも CP 値が低値であることが確認されれば,新生児期の CP 測定による Wilson 病のスク

リーニングは可能と結論される。


